
巻
頭
言つ

な
が
り
め
ぐ
る
水
の
み
ち

 

播
州「
い
な
み
野
台
地
」の
疎
水
か
ら

︱︱
︱
︱
︱
︱ 

2

玉
岡
か
お
る

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
�
】

神
話
が
息
づ
く
里
の
水
神
様
と
高
千
穂
峡
︱︱︱ 

4

内
倉 

信
吾

滝
の
地
形
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

8

︱
直
瀑
、段
々
滝
、段
淵
の
成
り
立
ち	 

池
田　

 

宏

滝
に
つ
け
た
魚
道
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

中
村 

俊
六

称
名
滝
雑
感
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

12

今
井 

清
隆

滝
の
名
前
に
込
め
ら
れ
た
先
人
達
の
思
い
︱︱︱ 

14

〜
多
摩
川
源
流
の
滝
紀
行
〜	

 

中
村 

文
明

宮
滝 

︱
吉
野
川
・
激
つ
宮
処

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

池
田　

 

淳

神
体
と
し
て
の
那
智
滝
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

牧
内 

弘
明

滝
修
行
の
す
す
め
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

柚
原 

康
峰

川
や
滝
に
暮
ら
す
鳥
た
ち
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

安
西 

英
明

水
利
と
土
木
・
解
説
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

雑
誌
「
水
利
と
土
木
」

記
事
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
か
ら
見
え
る
治
水
の
歴
史

〜
河
水
統
制
事
業
の
実
務
を
担
っ
た
土
木
技
術
官
（
そ
の
２
）
〜

安
井 

雅
彦

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

空
堀
川
自
然
再
生
へ
の
取
り
組
み	

小
林 

寛
治

治
水
史
跡
探
訪
会	

稲
塚　

 

勝

川
の
エ
ッ
セ
イ
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

安
産
川 —

 

浜
昼
顔
の
小
径	

三
田 

薫
子

会
員
の
声
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

31

富
士
川
・
身
延
線
、
南
部
橋
河
床
高
計
眺
め
の
旅

	

山
口 

高
志

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

32

第
　
回 

日
本
水
大
賞

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

33

２
０
１
１
日
本
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞 

募
集

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

34

特
集
「
川
と
滝
」

平成 22 年 9 月 20 日発行（年 4 回発行）
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巻
頭
言四

国
人
の
水
事
情
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

三
井　

 

宏

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
�
】

土
佐
の
清
流
文
学
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

芋
生 

裕
信

野
中
兼
山
の
遺
跡
・
新
川
落
し
と
舟
運
︱︱︱
︱ 

8

広
谷
喜
十
郎

重
信
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

︱
人
名
の
つ
く
珍
し
い
河
川
︱	

門
田
恭
一
郎

四
万
十
川
の
自
然
再
生
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

12

西
尾　

 

正

肱
川
と
共
に
歩
む
城
下
町
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

15

清
水　

 

裕

讃
岐
の
溜
池
文
化
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

長
町　

 

博

野
村
ダ
ム
︱
町
民
憩
い
の
場
︱

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

岡
澤 

志
朗

阿
波
藍
の
盛
衰
と
吉
野
川
改
修
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

22

立
石 

恵
嗣

四
国
の
多
様
な
河
川
環
境
と
生
物
相
︱︱︱
︱
︱ 

24

三
宅　

 

洋

「
水
の
郷
百
選
の
ま
ち
」
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

︱
ま
ち
は
川
と
も
っ
と
仲
良
く
な
れ
る
︱	

中
村　

英
雄

シ
リ
ー
ズ　
万
葉
の
川

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

29

雑
誌
「
水
利
と
土
木
」
解
説
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

記
事
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
か
ら
見
え
る
治
水
の
歴
史

〜
河
水
統
制
事
業
・
初
期
の
事
例
〜

安
井 

雅
彦

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

32

え
ひ
め
川
の
会
の
紹
介	

丹
下 

正
明 

〜
え
ひ
め
川
の
会
を
設
立
〜

富
山
の
川
と
石
積
み	

林　

 

達
夫

２
０
１
０ 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞 

参
加
報
告
︱
︱
︱ 

36

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

38

四
国
特
集
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巻
頭
言舞

台
の
魅
力
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

高
橋 

健
文

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
�
】

天
竜
川
と
飯
田
線
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

大
平　

 

巌

特
別
寄
稿
　
世
界
の
車
窓
か
ら
川
を
見
る

ア
フ
リ
カ
の
コ
ン
ゴ
川
と
鉄
道
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

8

秋
山　

芳
弘

朝
日
直
刺
す「
五
ヶ
瀬
川
」の
流
れ
と

高
千
穂
鉄
道
の
歩
み
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

12

田
尻　

隆
介

只
見
川
の
秘
境
を
縫
う
只
見
線
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

14

竹
内　

 

宏

釧
路
川
と
釧
網
本
線
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

︱
産
業
を
支
え
た
動
脈
︱	

星　
　
　

匠

秩
父
鉄
道
と
荒
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

関　

 

正
寿

筑
後
川
昇
開
橋
と
と
も
に
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

川
野
栄
美
子

渋
沢
栄
一
と
京
阪
電
車
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

佐
藤 

茂
雄

木
曽
谷
の
水
利
権
と
森
林
鉄
道
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

24

久
保
田 

稔

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

27

「
川
の
時
刻
表
」
で
旅
す
る	

岡
村 

直
樹

長
良
川
鉄
道
・
分
水
嶺
公
園
・
郡
上
八
幡
の
旅	

山
口 

高
志

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

23

シ
リ
ー
ズ　
万
葉
の
川

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

29

雑
誌
「
水
利
と
土
木
」
解
説
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

32

記
事
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
か
ら
見
え
る
治
水
の
歴
史

〜
治
水
を
過
去
に
学
ぶ
〜	

安
井 

雅
彦

市
民
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

34

バ
ク
の
水
辺
で
地
球
を
遊
ぶ	

小
林 

範
和

〜
都
市
河
川
に
お
け
る
安
全
・
安
心
・
魅
力
あ
る
水
辺
体
験
活
動
の
推
進
〜

合
唱
組
曲
「
利
根
川
源
流
讃
歌
」
の
活
動	

猪
熊 

道
子

「
水
の
現
場
を
歩
く 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
研
究
会
」活
動
報
告︿
そ
の
７
﹀
︱︱ 

38

個
人
会
員
募
集
の
ご
案
内

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

41

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

42

特
集
「
川
と
鉄
道
」
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巻
頭
言「海

」
へ
の
思
い
を
失
わ
ず
に

震
災
で
見
直
す
「
畏
怖
と
恵
み
」
︱︱
︱
︱
︱ 

2

佐
藤 

年
緒

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
�
】

汽
水
湖
の
環
境
と
賢
明
な
利
用
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

國
井 

秀
伸

サ
ロ
マ
湖
の
歴
史
と
北
方
文
化
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

8

佐
渡 

公
明

時
代
の
木
漏
れ
日　
十
三
湖
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

竹
内　

 

宏

淡
水
化
を
ま
ぬ
が
れ
た
幸
運
な
湖
︱
小
川
原
湖
︱

︱︱ 

12

水
木 

靖
彦

浜
名
湖
の
歴
史
と
交
通
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

切
池　

 

融

油
ヶ
淵
の
今
昔
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

池
野
恵
里
奈

三
方
五
湖
の
観
光
と
漁
業
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

粕
谷 

芳
夫

汽
水
湖
中
海
と
自
然
再
生
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

徳
岡 

隆
夫

「
汽
水
湖
」の
疑
問

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

牧
内 

弘
明

中
国
水
文
化
の
拡
が
り

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

23

三
本
木
健
治

雑
誌
「
水
利
と
土
木
」
解
説
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

記
事
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
か
ら
見
え
る
治
水
の
歴
史

〜
昭
和
９
年
・
10
年
大
水
害
と
水
害
防
備
策
〜	

安
井 

雅
彦

市
民
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

″ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
自
然
”を
守
る
た
め
に

〜
日
本
水
大
賞
環
境
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
〜

遠
藤 

克
彦
／
塚
原 

幸
治

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

「
印
旛
放
水
路
開
削
工
事
」を
縁
に
地
域
間
交
流
を
し
ま
せ
ん
か 

	

松
尾 

弘
道

平
成
22
年
度 

彩
の
川
研
究
会
秋
の
研
修
会
記
録

湯
西
川
ダ
ム	

浅
見　

 

優

治
水
史
跡
探
訪
会	

稲
塚　

 

勝

日
本
で
一
番
低
い
分
水
界（
加
古
川
・
由
良
川
）と
加
古
川
線
の
旅

山
口 

高
志

シ
リ
ー
ズ　
万
葉
の
川

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

35

会
員
の
声
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

36

河
川
と
蛇
篭
、
そ
の
歩
み	

白
井 

常
彦

昭
和
20
年
代
の
河
川
に
つ
い
て
の
想
い
出	

石
沢 

善
成

「
私
の
川
」
投
稿
募
集
！
／
川
の
本

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

38

東
日
本
大
震
災　
沿
岸
付
近
の
被
害
状
況

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

39

法
人
名
称
変
更
の
御
挨
拶

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

40

第
13
回 

日
本
水
大
賞 

各
賞
が
決
定

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

41

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

42

汽
水
湖
特
集
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巻
頭
言東

日
本
大
震
災
の
体
験
と
教
訓
か
ら

河
川
分
野
が
学
ぶ
こ
と
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

虫
明 

功
臣

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
�
】

日
本
の
湖
沼
の
成
因
と
人
と
の
関
わ
り
︱︱︱
︱ 

4

平
井 

幸
弘

田
沢
湖
の
三
湖
伝
説
と
國
ま
す
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

8

松
田 

幸
子

古
代
・
中
世
の
霞
ヶ
浦
と
そ
の
周
辺
︱︱︱
︱
︱ 

10

市
村 

高
男

諏
訪
湖
の
御
渡
り

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

12

宮
坂　

 

清

琵
琶
湖
の
水
物
語 

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

︱
琵
琶
湖
の
ゆ
ら
ぎ
と
湖
底
ロ
マ
ン
︱	

原　

 

稔
明

重
要
文
化
財
「
豊
稔
池
堰
堤
」
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

久
保
田
昇
三

「
水
の
国
く
ま
も
と
」の
縮
図
︱
江
津
湖
︱

︱︱
︱ 

18

平
野 

有
益

特
別
寄
稿

日
本
各
地
の
防
水
建
築 

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

︱
水
屋
、
水
塚
、
段
蔵
︱	

伊
藤 

安
男

雑
誌
「
水
利
と
土
木
」
解
説
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

記
事
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
か
ら
見
え
る
治
水
の
歴
史

〜
河
川
愛
護
の
普
及
徹
底
〜	

安
井 

雅
彦

市
民
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

阿
木
川
ダ
ム
湖
の
水
生
植
物
に
よ
る

水
質
浄
化
・
地
域
貢
献
活
動	

森
本 

達
雄

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

カ
ッ
パ
研
究
会
の
活
動

「
個
々
の
興
味
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
活
動
へ
」	

鈴
木 

康
久

中
国
治
水
文
化
の
象
徴
的
名
言

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

三
本
木
健
治

シ
リ
ー
ズ　
私
の
川
〜
若
い
人
の
声
〜

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

29

高
梁
川
河
口
域
に
暮
ら
し
て	

横
溝　

 

章

会
員
の
声
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

完
全
な
姿
で
発
掘
さ
れ
た
排
水
の
木
造
遺
跡

「
金
廻
四
間
門
樋
」	

加
藤 

和
保

昭
和
24
、
25
年
頃
の
水
利
の
思
い
出
話	

石
澤 

善
成

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

31

第
14
回 

日
本
水
大
賞

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

32

２
０
１
２ 

日
本
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
青
少
年
水
大
賞

シ
リ
ー
ズ　
万
葉
の
川

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

33

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

34

湖
沼
特
集
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55
平成23年9月





巻
頭
言復

興
に
向
け
て
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

今
村 

文
彦

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
�
】

都
市
は
川
に
生
ま
れ
る
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

5

森
栗 

茂
一

明
日
香
風
の
歌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

8

― 

飛
鳥
川
の
谷
風
と
山
風 

―	

和
田　
　

萃

犀
川
・
辰
巳
用
水
と
金
沢
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

	

勝
尾 

金
弥

サ
ケ
の
自
然
産
卵
が
見
ら
れ
る
盛
岡
︱︱︱
︱
︱ 

12

伊
藤 

正
明

玉
川
上
水
と
江
戸
の
人
び
と 

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

神
吉 

和
夫

水
辺
に
暮
ら
し
て
４
０
０
年
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

― 

水
都
広
島 

―	

正
本
眞
理
子

白
川
と
い
う
異
形
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18

小
林 

一
郎

特
別
寄
稿
１

た
め
池
が
育
む
地
域
の
生
物
多
様
性 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

	

富
田 

啓
介

特
別
寄
稿
２

治
水
の
神
様
・
禹
王
の
碑
を
訪
ね
て 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

	

古
賀 

邦
雄

シ
リ
ー
ズ
⑥　
万
葉
の
川

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

25

日
本
河
川
協
会
発
足
の
こ
ろ
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

〜
雑
誌
『
河
川
』
掲
載
記
事
に
見
る
戦
後
の
治
水
の
あ
ゆ
み
〜

	

安
井 

雅
彦

川
だ
よ
り
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

実
物
大
の
復
元
「
川
ひ
ら
た
」
遠
賀
川
に
進
水	

近
藤　

 

修

精
霊
流
し
と
時
の
流
れ	

飯
野
己
子
男

会
員
の
声
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

分
水
嶺
の
旅
（
信
州　

富
士
見
峠
、
善
知
鳥
峠
、
権
兵
衛
峠
）

	

山
口 

高
志

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

32

平
成
23
年
度　

彩
の
川
研
究
会　

秋
の
研
修
会
記
録

藤
右
衛
門
川
・
深
作
多
目
的
遊
水
地
・
武
蔵
水
路	

吉
田 

耕
三

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

34

川
と
み
や
こ

平成 24 年 3 月 20 日発行（年 4 回発行）
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巻
頭
言海

と
川
と
人
と
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

藤
吉
洋
一
郎

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

両
国
の
川
開
き
と
花
火
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

河
野 

晴
行

か
な
ざ
わ
燈
涼
会
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

8

― 

新
た
な
感
性
価
値
の
創
造 

―	

宇
田 

直
人

大
川
と
川
風
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

10

	

佐
藤　

 

勉　

佐
藤 

純
子

水
辺
空
間
を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
︱︱︱ 

12

― 

広
島
市
太
田
川
水
系 

― 
	

杉
恵 

頼
寧

日
本
橋
・
名
橋
た
ち
の
音
を
聴
く
︱︱︱
︱
︱
︱ 

14

― 

都
市
環
境
を
船
上
か
ら
体
感
す
る
試
み 

―	
 

鷲
野　

 

宏

涼
を
よ
ぶ
歴
史
と
伝
統
の
有
田
川
鵜
飼
︱︱︱
︱ 

16

	

魚
沢 

富
夫

山
紫
水
明
の
鴨
川
に
涼
む
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

20

― 

京
都
川
床
物
語 

―	

土
居 

好
江

特
別
寄
稿

原
子
爆
弾
と
枕
崎
台
風
に
よ
る
災
禍 

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

― 

そ
れ
で
も
広
島
市
民
は
立
ち
上
が
っ
た 

―	

中
田 

隆
一

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

18
・

22
・

29

シ
リ
ー
ズ
⑦　
万
葉
の
川

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

19

私
の
川
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

23

会
員
の
声
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

「
と
ち
ぎ
の
川
懇
話
会
」
の
活
動	

中
田　

 

聡

会
員
の
活
動
紹
介
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

治
水
史
跡
探
訪
会	

稲
塚　

 

勝

第
14
回 

日
本
水
大
賞
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

33

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

34

川
に
涼
む

平成 24 年 6 月 20 日発行（年 4 回発行）
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巻
頭
言ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

青
山 

俊
樹

戸
ノ
口
堰
と
安
積
疎
水
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

	

石
田 

明
夫

箱
根
用
水
の
歴
史
的
変
遷
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

6

	

佐
藤　

 

隆

い
な
み
野
台
地
を
潤
す—

水
の
路 

淡
河
川
・
山
田
川
疏
水

︱︱ 

8

	

米
津 

良
純

三
本
木
原
台
地
の
命
の
水
「
人
工
河
川
・
稲
生
川
」
︱︱ 

10

新
渡
戸
常
憲

先
人
の
賜
物
「
那
須
野
ケ
原
用
水
」
と
小
水
力
発
電
の
取
り
組
み

︱
︱ 

12

	

星
野
恵
美
子

見
沼
代
用
水
の
整
備
と
今
後
の
方
向
︱︱︱
︱
︱ 

14

	

松
浦 

茂
樹

矢
部
川
の
廻
水
路
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

16

	

松
富
士
将
和

特
別
寄
稿

利
根
川
増
補
計
画
「
昭
和
放
水
路
」 

︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

18

倉
田 

智
子

シ
リ
ー
ズ
⑧　
万
葉
の
川

︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

21

水
防
法
の
制
定
と
水
防
の
実
態
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

〜
雑
誌
「
河
川
」
掲
載
記
事
に
見
る
戦
後
の
治
水
の
あ
ゆ
み
〜

安
井 

雅
彦

寄
稿

長
崎
大
水
害
か
ら
30
年 

教
訓
は
生
か
さ
れ
た
か
︱︱︱ 

24

世
代
が
交
代
、
体
験
の
継
承
が
課
題
に　
　

  

佐
藤 

年
緒

三
つ
の
水
循
環
を
考
え
る 

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

26

古
賀 

邦
雄

第
15
回 

日
本
水
大
賞
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28

協
会
活
動
日
誌
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

疏
水
特
集
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巻
頭
言筑

後
川
と
わ
た
し
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

2

佐
藤 

幸
甫

【
シ
リ
ー
ズ
／
河
川
文
化
を
語
る
】

川
が
取
り
持
つ
流
域
の
連
携
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

4

	

駄
田
井　

正

く
じ
ゅ
う
・
阿
蘇
山
麓
か
ら
の
き
よ
ら
水 

―
筑
後
川

︱︱ 

8

	

河
津 

修
司

日
田
―
天
領
の
歴
史
と
新
た
な
取
り
組
み 

―

︱︱
︱ 

10

	

財
津 

忠
幸

日
本
の
伝
統
的
治
水
工
法
と
農
業
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

︱︱ 

12

戦
乱
と
旱
魃
の
中
で
25.5
キ
ロ
の
用
水
路
を
拓
く福

元 

満
治

平
家
を
祀
っ
た
水
の
神
様
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

14

	

真
木 

大
樹

成
富
兵
庫
茂
安
の
治
水
と
利
水
︱︱︱
︱
︱
︱
︱ 

16

	

荒
牧 

軍
治

柳
川
の
生
い
立
ち　
水
・
人
・
ま
ち
の
か
か
わ
り

︱︱ 

18

	

立
花 

民
雄

維
新
を
支
え
た
筑
後
川
河
口
の
役
割
︱︱︱
︱
︱ 

20

	

福
岡 　

博

豊
潤
な
有
明
海
を
目
指
し
て
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

22

	

楠
田 

哲
也

筑
後
川
に
お
け
る
河
川
文
学
︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

24

	

古
賀 

邦
雄

デ
・
レ
イ
ケ
導
流
堤
の
石
工
の
謎
︱︱︱
︱
︱
︱ 

26

	

本
間 

雄
治

川
の
本

︱︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

28
・

30
・

31

シ
リ
ー
ズ 

⑨　
吉
野
川　
万
葉
の
川

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

29

会
員
の
声
︱︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱ 

30

神
田
川　
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